
一人ひとりの患者様に、より良い呼吸管理を ー Dräger Ventilation 
亜急性期

急性期
離脱期

回復期

非挿管人工呼吸 
(NIV)

挿管の予防
 … 高流量酸素療法の使用

 	… 非侵襲的換気療法の使用

肺保護
… オープンラングコンセプトの実施

… 適切な人工呼吸器設定の調整

安全な早期離脱
… ウィーニング プロトコルと評価ツールの使用

… 自発呼吸のサポートと非同調の回避

再挿管の予防
… 高流量酸素療法の使用

… 非侵襲的換気療法の使用

EARLY INTUBATION 挿管 抜管 REINTUBATION

挿管人工呼吸管理

VAPのリスク

入院期間延長の
可能性があります

ICUで使用される薬剤のほぼ
半数を占める可能性があります

VALI、ARDSのリスク

VALI               ARDS

死亡率上昇の可能性があります

ウィーニング
失敗のリスク

ウィーニング成功により入院期間が
短縮する可能性があります 

抜管失敗のリスク

死亡率上昇の可能性があります

入院期間の長期化とコスト増大
の可能性があります

RESPIRATION PATHWAY 
NIV：非侵襲的換気療法
VAP： 人工呼吸器関連肺炎
ICU： 集中治療室

VALI： 人工呼吸器関連肺傷害
ARDS： 急性呼吸窮迫症候群


